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* MID アカデミックプロモーションズ 
  電子メール：tanaka[a]mid-japan.com 
1 「音声を最初に用いた者はたまたまそれを発したのではなく，描写的で模倣的な動作に伴って
その声が指し示される物との関係においてもともと決まっていたといえる」, Wundt (1900, Vol. 
II, p.608). 
2 Levelt (2014, p.203) は，ヴントが様々な地域の手話に対して精力的な分析を試みたのは言語
の起源をジェスチャー論の点から発展させるためであったと指摘している． 
3 同書の電子版は Völkerpsychologie: eine Untersuchung der Entwicklungsgesetze von 































                                                  





































7 東京聾唖学校編 (1935, p.310). 米川（2002, p.107）によると，この年が口話法元年となり，
岡崎・広島・岡山・岩手の各聾学校で口話法が採用された. 
8 これは視話法とは異なり，教師が耳のそばで大声を出して発音を聴き取らせるというものだっ









る藤井 (1929, p.173) や，ヴントの言う原始語と手話は違うとして反論する佐田 (1929, p.93)，
インド・ヨーロッパ語の言語起源説にある動作性を紹介しながらヴントと同様の議論を独自に展























担当するなどして口話法を推進するための教育行政にたずさわり，1960 年に 71 
歳で他界した14． 
 





川本が紹介したのは，ヴントの『民族心理学』全 10 巻のうち，第 1 巻第 2 章で
手話の考察を行っている箇所である．ここではその哲学的背景を概説する． 
                                                  
11 小島 (2006, pp.4-6). 
12 手話言語条例とは，日本各地の自治体ベースで制定されつつある条例で，手話の普及と環境
整備について定めたもので，現在鳥取県を筆頭に 73 の自治体で制定されている. 
13 石原 (2002, p.122). 


































                                                  








































                                                  






































                                                  
18 アリストテレス全集 (1971, p.85: 1, 16 a3). 
19 ライプニッツ著作集 (1995, p.22). 



































22 “Man könnte sagen: der Begriff einer Ursprache, im Gebiet der Lautsprache ein 
hypothetischer Grenzbegriff, wird bei der Gebärdensprache zur unmittelbar beobachteten 
Wirklichkeit”, Wundt (1990, p.155). 
23 Wundt (1900, p.140). 中野訳 (1985, p.16). 
24 “die Notwendigkeit nämlich, daß es für jede Art natürlich entstandener Sprache einmal 
eine Zeit gegeben haben muß, in der die Beziehung zwischen dem Zeichen und dem, was es 



















人言語学者のウィリアム・ストーキーが 1960 年に “Sign Language Structure: 












                                                  




26 例えば，Emmory（2003）では，2000 年にカリフォルニア州で開催された手話の CL に関す
るワークショップで発表された論文のなかから 15 編が収められている． 
27 ストーキーとヴントの重複点は，Blanton and Brooks (1978, p.249) に詳しい． 




































                                                  
29 Levelt (2014, pp. 165-209). 






























1851 年，823 頁）34． 
                                                  
31 川本 (1940, pp.394-403). 
32 米川 (2002, pp.94-95)や，齋藤 (2007, p.175)． 
33 川本 (1940, p.401). 
34 “Man hat von der Gebärdensprache gesagt, daß sie » ohne Satz, also ohne Grammatik « 
sei. Wenn der Taubstumme, um zu sagen ‘der Vater gab mir einen Apfel’, zuerst das Zeichen 
für ‘Apfel’, dann das für ‘Vater’ und endlich das für ‘ich’ mache, ohne ein Zeichen für ‘geben’ 
hinzuzufügen, also: ‘Apfel Vater ich’, so sei das nichts weniger als ein Satz; denn es fehle 
diesem Ausdruck eben das, was das Wesen des Satzes ausmache, die eigentliche Aussage 































                                                  
35 “Hieraus ergabt sich ohne weiteres, daß von einer Syntax der Gebärdensprache mit 
vollem Recht geredet werden kann, insofern eben syntaktische Stellung der Wörter und 




















図１： 川本宇之介『聾教育学精説』（pp. 396-397）のレイアウト 




                                                  





































                                                  




































                                                  
40 垣内 (1934, p.25). 
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